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※原稿は、質問した議員の責任において作成したものです。 

介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ
い
て 

　
　

戸
籍
等
の
登
録
型
本
人
通

知
制
度
に
つ
い
て

　
　
戸
籍
等
の
登
録
型
本
人

通
知
制
度
に
の
導
入
に
つ
い

て
再
度
問
う
。

　
　
平
成
23
年
３
月
１
日
実

施
と
し
ま
す
。

　
　
制
度
導
入
に
際
し
、
問

題
と
な
る
事
柄
を
伺
う
。

　
　
個
人
情
報
保
護
法
や
個

人
情
報
保
護
条
例
の
調
整
が

必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
　
住
民
へ
の
告
知
方
法
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　
平
成
23
年
２
月
１
日
か

ら
広
報
・
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
を
活
用
し
ま
す
。
一
人
で

も
多
く
の
方
に
登
録
い
た
だ

け
る
よ
う
に
周
知
に
努
め
ま

す
。

　
　
人
権
行
政
の
推
進
に
向

け
た
協
力
機
関
と
し
て
の
大

阪
府
人
権
協
会
や
能
勢
町
人

権
協
会
の
役
割
が
今
後
も
重

要
と
考
え
る
が
、
本
町
の
認

識
を
問
う
。

　
　
人
権
尊
重
が
平
和
の
基

盤
で
あ
る
こ
と
が
共
通
認
識

と
な
っ
て
お
り
、
人
権
協
会

の
役
割
は
重
要
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。

平
成
22
年
度
補
正
予
算
に

つ
い
て

　
　
平
成
22
年
度
国
の
補
正

予
算
、
地
域
活
性
化
交
付
金
・

住
民
生
活
に
光
を
そ
そ
ぐ
交

付
金
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
早
急
に
事
業
の
整
理
並

び
に
構
築
を
図
り
、
積
極
的

に
活
用
し
た
い
。

　
　
交
付
金
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
等
を
伺
う
。

　
　
詳
し
い
要
綱
等
が
わ
か

り
次
第
事
業
等
を
整
理
し
、

予
算
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
脆
弱
な
本
町
に
と
っ
て

は
積
極
的
に
施
策
の
立
案
を

す
べ
き
だ
と
思
う
が
、
考
え

を
伺
う
。
　
　
　
　
　
　
　

　
　
住
民
福
祉
の
向
上
に
向

け
た
使
途
を
心
が
け
ま
す
。

広
域
連
合
に
つ
い
て

　
　
関
西
広
域
連
合
が
動
き

出
し
た
が
、
本
町
の
認
識
と

評
価
を
伺
う
。

　
　
特
に
医
療
分
野
に
お
い

て
は
、
命
の
政
策
で
あ
り
評

価
し
た
い
と
思
わ
れ
る
。

　
　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
出
動

基
準
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
消
防
庁
の
救
急
ヘ
リ
出

動
基
準
に
基
づ
き
判
断
し
て

い
ま
す
。

　
　
そ
の
基
準
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
・
緊
急
処
置
し
な
け
れ

　
ば
生
命
に
危
険
が
生
じ
る

　
場
合

・
緊
急
処
置
を
し
な
け
れ
ば

　
障
が
い
を
生
じ
る
お
そ
れ

　
が
あ
る
場
合

・
現
場
で
緊
急
診
断
に
医
師

　
を
必
要
と
す
る
場
合
で
す
。

　
　
利
用
実
績
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
平
成
20
年
度
は
６
件
、

21
年
度
は
12
件
、
本
年
度
は

15
件
と
増
加
傾
向
で
す
。

一
、戸
籍
等
の
登
録
型
本
人
通
知
制
度
に
つ
い
て 

二
、平
成
22
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て 

三
、広
域
連
合
に
つ
い
て 
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３
年
ご
と
に
見
直
さ
れ

る
介
護
保
険
計
画
に
つ
い
て
、

国
で
は
、
平
成
24
年
度
の
改

正
に
向
け
て
利
用
者
の
負
担

増
に
つ
な
が
る
内
容
の
方
針

を
打
ち
出
し
た
と
聞
く
が
、

本
町
の
第
５
期
計
画
策
定
の

考
え
方
を
尋
ね
る
。

　
　
国
の
動
き
は
、
第
５
期

計
画
で
は
介
護
、
医
療
、
予

防
等
を
組
み
合
わ
せ
た
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

が
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て

い
る
。
本
町
で
も
、
今
後
の

高
齢
化
の
進
展
に
対
応
す
る

た
め
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
は
も
と
よ
り
、

状
況
に
応
じ
て
地
域
資
源
、

人
材
や
地
域
力
を
含
め
た
シ

ス
テ
ム
の
構
築
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
第
５
期
計
画
の
見
通
し

に
つ
い
て
は
、
高
齢
化
率
や

介
護
認
定
率
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
受
給
率
な
ど
を
考
慮
す

れ
ば
推
測
で
き
る
。
財
政
状

況
が
厳
し
い
中
、
介
護
保
険

制
度
を
維
持
し
て
い
く
た
め

の
、
対
策
を
尋
ね
る
。

　
　
現
状
を
踏
ま
え
て
計
画

を
進
め
て
い
く
が
、
今
後
の

国
の
制
度
改
正
の
情
報
に
注

視
し
な
が
ら
平
成
23
年
度
に

考
え
て
い
く
。

　
　
国
で
は
、
第
５
期
計
画

の
介
護
保
険
料
が
高
齢
化
に

伴
い
、
月
額
５，
０
０
０
円

を
超
え
る
と
見
込
ん
で
お
り
、

こ
の
額
が
限
界
と
い
う
考
え

を
示
し
て
い
る
。
本
町
で
は
、

現
在
の
第
４
期
計
画
で
既
に

４，
９
２
０
円
と
な
っ
て
い

る
が
、
今
後
、
介
護
給
付
費

が
増
加
す
る
中
で
、
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

　
　
介
護
給
付
費
の
財
源
は
、

公
費
50
％
、
介
護
保
険
料
50

％
と
い
う
制
度
設
計
に
な
っ

て
い
る
。
給
付
費
が
伸
び
れ

ば
５，
０
０
０
円
を
超
え
る

可
能
性
は
あ
る
が
、
制
度
上
、

理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
能
勢
町
の
よ
う
な
小
さ

な
自
治
体
で
介
護
保
険
を
運

用
す
る
と
い
う
こ
と
自
体
、

限
界
に
来
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。
２
市

２
町
（
池
田
市
、
箕
面
市
、

豊
能
町
、
能
勢
町
）
で
構
成

す
る
広
域
連
携
研
究
会
の
取

り
組
み
と
し
て
、
介
護
保
険

関
係
事
務
が
考
え
ら
れ
て
い

る
が
、
そ
の
内
容
と
広
域
で

の
取
り
組
み
の
是
非
に
つ
い

て
尋
ね
る
。

　
　
介
護
保
険
事
業
を
広
域

で
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
な

い
か
検
討
課
題
と
し
た
も
の

で
、
ま
だ
企
画
担
当
レ
ベ
ル

で
あ
り
、
具
体
的
な
協
議
は

な
い
。
ま
た
、
広
域
化
に
つ

い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
時
代

の
流
れ
に
な
っ
て
き
て
い
る
。


